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〇 学年行事の紹介 

【３年生】修学旅行 

スローガン：「学 ―（マナー）」 

 学ぶこと・マナーを守ること、学年がひとつになるとい

う願いを込めてスローガンを決めました。 

1 日目の大阪万博では、持続可能な社会に向けた取組に

ついて学ぶ機会となりました。生徒から「2050年の自分の

姿を見ました。なんか、不思議な感じでした」、「木でできた橋は大きかったです。」、

「ミャクミャクを見ました。赤と青色だった。ガンダムもなんかポーズをとって座っ

ていました」と多様な感想が聞かれました。万博会場で撮影した学級写真に写る笑顔がとても印象

的でした。 

２日目は、北野天満宮で昇殿参拝をして、学業成就を祈願した後、各

コースに分かれて、清水寺、金閣寺の見学をし、それぞれ選んだ体験学

習をしました。２日目の最後は妙心寺で厳粛な雰囲気の中で座禅体験を

しました。３日目は、京都市内の班別タクシー研修をしました。生徒か

らは、「伏見稲荷がよかった」という返事が返ってきました。なかには「男

子が伏見稲荷の頂上まで行こうというので、千本鳥居をくぐって登りま

した。男子が気を遣って待ってくれていました」と、班で協力することができたようでした。「３

日目の班別学習では自分たちでコースを決めて、自分たちでコースを回ったことが一番の思い出で

す」という感想も聞かれました。スローガンをしっかりと意識した３日間でした。 

 

３年生が「妙心寺」での座禅で頂いた言葉 

 
「日々 是 好日（にちにち これ こうにち）」 

 

今日は良い日だ、悪い日だと比べるのではなく、一日一日

が好日となるよう、自分自身と向き合い、日々を大切に過ご

していきましょう。 

 

【２年生】林間学校 

スローガン：「当たり前」に感謝 ～姿で語ろう～ 

 朝霧野外活動センターでの林間学校が実施されました。天気が心

配でしたが、初日はウォークラリー、飯盒炊事（カレーライスづく

り）、キャンプファイヤー等の行事をすべて実施することができまし

た。残念ながら２日目は雨天行事になってしまいました。 



ウォークラリーは全行程 12㎞の道のりでした。高原の高低差のあるコ

ースのため、５時間の計画を立てていました。しかし、どの班も予想以

上に早く戻ってきました。ウォークラリーでは長い距離を仲間で支え合

いながら楽しく歩く生徒の姿が多く見られました。 

夕食のカレー作りでは上手に火を起こして、手際よく料理をする姿が

見られました。「結構よくできました。ちゃんとカレーに見えます」と手作りの味に舌づつみを打

っていました。キャンプファイヤーでは、各クラスのダンスで盛り上が

りました。どのクラスも堂々と素晴らしいダンスを披露しました。他の

学級のダンスにも合いの手を入れて、仲間のダンスを盛り上げていまし

た。後半のクラスごとのボンファイヤーではしっとりとした雰囲気の中

で、普段は言えない仲間への感謝の言葉を語りあいました。心に残る活

動でした。 

 

【１年生】 

２・３年生の宿泊行事のため学校で、３日間１年生だけで多くの行事を実施しました。 

〇 ５月 28日（水）交通安全教室 

交通安全指導員さんから、１年生は幾つかのスライドを見なが

ら、「何に見えますか」という質問を受けました。 

生徒たちは、元気良く「砂時計」、「花瓶」、「向かい合った人」な

ど自分の見えたものを発表していきました。 

これは「だまし絵」というもので、赤や白などのどちらか一方の色や形だけに気を取られるこ

とで、もう一方の絵には気づきにくくなるというものでした。交通事故でも何かに気を取られて

しまうと、もう一つの危険に気が付かず事故を起こしてしまう現象が多くあるだということを学

びました。 

〇 ５月 29日（木）防災教室 

 富士市防災危機管理課、消防団、消防指導員、保健師、その他多く

のボランティアの方々のご協力で防災教室を実施しました。体験活動

として「段ボールベッド作り」「簡易トイレ作り」「AEDなどの救急用

具の使い方」「防災グッズクイズ」「スモークハウス」「消防車からの

放水体験」等を行いました。活動の成果として、後日ジュニア防災士

の資格が授与されることになります。 

〇 ５月 30日（金）S－１グランプリ 

「障害物競走」「借り物競争」「玉転がし」「ドッチボール」「全員リレ

ー」等を行いました。入学当初からリーダーが企画を立て、仲間が協力

して実行することができ、体育館の中には笑顔と笑い声があふれていま

した。後日行われたふりかえりでは、仲間への感謝の言葉がつづられた

掲示物に、「一緒に走ってくれてありがとう」、「息を合わせてくれてあ

りがとう」、「２回走ってくれてありがとう」、「遅くまでレクの内容を考えてくれてありがとう」

と仲間への感謝の気持ちあふれていました。中学生として、また一歩成長しています。 
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